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論 文 内 容 の 要 旨
この研究は, 花山天文台における格子分光器によって, 太陽のダーク ･ フィラメントの水素 パル マ一
線, Hα,Hβ,Hγ,H∂の良質なるスペクトル51個を観測し, 分光学的見地よりフィラメントの研究解 析 を
試みたものである｡
観測装置, 観測方法の記述につづいて, 観測されたパルマ- 線の線輪廓より, 光球による散乱光の影響
を取除くための補正の方法, スリットの機械的幅の推定について論じている｡
補正されたパルマーの線輪廓を用いてダークフィラメントについて物理的な諸性質を導 いて い る｡(1)
まず, フィラメントの最も暗い部分について, Hα-H∂の線輪廓の中心強度より, これらの線に対する
フィラメントの光学的厚さ To とソース函数Sを求めることが出来る. 観測されたフィラメントについて,
T｡ は Hα線に対して1より大きく, 5ないし36という値が得られている. また, Hγ, H∂については To




(1) 以上の考察はフィラメントの最も暗い部分についてであるが, フィラメントに沿うて, もっと薄い
個所の測定を行なってみると, 光学的厚さは小さく, 温度は僅か 100oK 高くなっている｡ また, 以上の
数値より推定すると, パーシェン系列線を用いた場合, フィラメントは To の小さくなるため見わけ難く
なるものということになる｡
(2) 補正された線輪廓をみると, 彩層における線輪廓より中央が深くなっているが, 特に Hα線の場
令, 中央部が平坦な凹みになっている｡ 観測された線輪廓を理論輪廓と合わせることにより, フィラメン
トの ドップラ- 幅 A ID を求めることが出来るO このようにして導いた Hαよりの値は O.25A であり,
静穏プロミネンスの胤 0･28-0･45A より小さくなる｡ このことはプロミネンスの運動方向が太陽光球
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に対し, 水平方向に, より大きいことを意味するらしい｡ A ID は熟運動と乱流との合成によって決まる
7800oKまたは, それより低いと言えるO この値も静穏プロミネンスの値と一致している｡
んかし, 両者の問に相違した点も認められる. 静穏プロミネンスについては, 用いたパルマ一線のオー
タ｣ の高いものと低いもので A lD の値に継続的な差があるが, フィラメントについては, HαよりH∂)
まで同じ値が得られる｡
.フィラメントの線輪廓は彩層のそれよりも深くなっているのが一般であるが, Hαのみは外廓のid封>
0.5A より外で逆に浅くなっている｡ この説明は, この研究で仮定した単純なS函数では不可能 で あ っ
た｡ 原因はフィラメントの､S函数または, フィラメント付近の彩層そのものの特性にあることと推論され
る｡
参考論文 3 編のうち, 2 編はニューギニア日食の観測およびその測定結果の報告で, 椿都生夫, 富永
進, 川口市郎との共著であり, 残りの 1編は, 申請者が設計にあたった花山天文台の太陽観測用分光器の
機構, 性能の記述であり, 中井善寛との共著である｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
｢障青者は, 自己が苦心設計した花山天文台の分光器を用いて, 太陽面にみられるダ- ク ･ フィラメント
およびプロミネンスのスペクトルを得た｡ 良質のスペクトルを多数得るためには, 忍耐と観測装置に特殊
な工夫を必要とするが, 申請者は, 他のどの天文台よりもすぐれた観測資料を得ることに成功している｡
季ベクトルの資料を用いて, フィラメントの光学的厚さ, 温度, ドップラ- 幅についての数値を求めて
おり, これと静穏プロミネンスについての値とを比較検討し, プロミネンスについての物理的性質を導く
ことに成功している｡
参考論文3編は, いずれも太陽物理学に関するものであり, 申請者が太陽物理学の分野において, 秀れ
た学識と研究能力を有することを示している｡
よって, 本論文は, 理学博士の学位論文としての価値があるものと認める｡
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